
「
長
島
の
感
性
を
磨
く
旅
」
研
修
報
告

　

７
月
31
日
か
ら
８
月
４
日
の
５
日
間
、
東
京
～
山
梨
県
清
里
～
長
野
県
川
上
村
・
小
布
施
町
～
石
川

県
能
美
市
・
氷
見
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
「
地
方
か
ら
価
値
を
作
る
」
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
川
添
町
長
、
井
上
副
町
長
、
町
議
会
、

東
町
漁
協
、
商
工
会
、
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
、
役
場
職
員
ら
20
人
が
参
加
し
た
「
長
島
の
感
性
を
磨

く
旅
」
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

市
民
立
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美
術
館

　

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

　

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委

員
会
が
、
２
０
０
７
年
に
廃
校
と

な
っ
た
新
宿
区
立
四
谷
第
四
小
学
校

の
校
舎
へ
移
転
・
運
営
し
て
い
る
美

術
館
で
す
。
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
し
て
、
年
間
約
12
万
人
以
上
の
来

館
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
成
功
し
て
い
る
当
美
術

館
で
す
が
移
転
当
初
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
次
の
よ
う
な
工
夫
で
解
決
し
て

き
ま
し
た
。

「
初
期
費
用
約
１
億
円
」
の
調
達

・「
一
口
館
長
」
制
度
を
設
立
し
、

多
く
の
市
民
か
ら
少
額
の
寄
附
を
募

る
仕
組
み
を
整
備
。
寄
附
者
に
は
名

前
入
り
積
み
木
の
永
久
展
示
と
い
っ

た
特
典
を
付
け
、
寄
附
し
や
す
い
環

境
の
整
備
。

・「
設
立
応
援
債
」
と
い
う
一
口

50
万
円
か
ら
の
公
募
債
を
設
け
、
理

事
や
知
り
合
い
な
ど
か
ら
募
集
。

・「
一
口
館
長
」
制
度
で
信
頼
を
得
、

金
融
機
関
か
ら
の
「
借
入
」
の
実
施
。

「
運
営
費
用
」
の
捻
出

・
収
入
増
＝
入
館
者
増
の
た
め
に
、

平
日
の
入
館
者
増
に
着
目
。
赤
ち
ゃ

ん
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
当
て
た
「
赤

ち
ゃ
ん
木
育
ひ
ろ
ば
」
を
整
備
。
ま

た
、
積
極
的
に
幼
稚
園
、
保
育
園
の

遠
足
を
誘
致
。

・
体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ゆ
え
に「
ヒ

ト
」の
存
在
が
重
要
な
こ
と
か
ら「
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
」シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
よ

り
も
負
担
の
大
き
い
資
格
制
度
の
よ

う
な
形
を
と
り
、
高
い
意
識
を
持
つ

人
の
み
を
募
集
し
、
人
件
費
を
抑
え

た
質
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
美
術
館
は
「
一

口
館
長
」
制
度
に
よ
る
お
金
の
寄
附

と
、
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
の
「
時
間
の

寄
附
」
と
い
う
「
ヒ
ト
」
の
寄
附
に

よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
市
民
立
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美
術
館
」
と
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
現
在
、

「
木
育
推
進
事
業
（
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー

ト
）」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、「
木
」
を
真
ん
中

に
置
い
た
子
育
て
・
子
育
ち
環
境
を

整
備
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

人
生
最
初
の
ス
テ
ー
ジ
を
、
木
の
温

も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
く
豊
か

に
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

い
く
取
り
組
み
で
、「
子
育
て
支
援
」、

「
環
境
保
全
」、「
地
方
創
生
」
の
３

つ
の
利
点
が
生
ま
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

清
里
・
萌
木
の
村

　

山
梨
県
清
里
は
八
ヶ
岳
の
南
麓
に

広
が
る
高
原
地
帯
で
あ
り
、
開
拓
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
土
地
で
す
。
戦
後

に
は
観
光
業
振
興
の
影
響
を
受
け
て

発
展
し
、昭
和
50
年
代
に「
清
里
ブ
ー

ム
」
が
起
こ
り
、
関
東
圏
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
押
し
寄

せ
る
観
光
客
目
当
て
の
ペ
ン
シ
ョ
ン

や
店
舗
が
乱
立
し
ま
し
た
が
、
バ
ブ

ル
崩
壊
が
起
き
る
と
ブ
ー
ム
が
沈
静

化
。
最
盛
期
に
作
ら
れ
た
店
舗
の
閉

鎖
が
相
次
ぎ
駅
前
通
り
は
閑
散
と
し

皮
肉
に
も
「
廃
屋
通
り
」
と
呼
ば
れ

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
40

件
あ
っ
た
民
宿
も
現
在
は
１
軒
も

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
唯
一
気
を
吐
く
観
光
名

所
が
「
萌も

え
ぎ木
の
村
」
で
す
。
こ
の
施

設
は
、
現
在
観
光
庁
の
観
光
カ
リ
ス

マ
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
舩
木
上
次

村
長
が
、
昭
和
46
年
に
清
里
で
初
め

て
の
喫
茶
店
「
ロ
ッ
ク
」
を
オ
ー
プ

ン
。
現
在
は
地
ビ
ー
ル
や
八
ヶ
岳
山

麓
の
畜
産
加
工
品
の
販
売
所
も
あ
り

ま
す
が
、
一
流
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
の

舌
を
唸
ら
せ
た
『
ロ
ッ
ク
カ
レ
ー
』

が
有
名
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

舩
木
氏
と
の
面
会
ま
で
の
間
、

施
設
内
に
あ
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
博
物

館
「
ホ
ー
ル
オ
ブ
ホ
ー
ル
ズ
」
で

１
９
０
０
年
の
パ
リ
博
覧
会
時
に
出

展
さ
れ
た
パ
イ
プ
式
の
オ
ル
ゴ
ー
ル

な
ど
の
演
奏
を
聞
き
ま
し
た
。
現
在

で
も
丁
寧
に
手
入
れ
さ
れ
た
オ
ル

ゴ
ー
ル
が
動
く
事
に
驚
き
、
迫
力
の

あ
る
音
と
各
器
官
が
動
き
連
動
し
て

発
音
す
る
仕
組
み
に
た
だ
感
動
す
る

ば
か
り
で
し
た
。

　

ホ
ー
ル
オ
ブ
ホ
ー
ル
ズ
の
館
長

は
「
五
感
で
感
じ
、
そ
れ
を
確
実
に

頭
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
そ
の
よ
う
に
し
て
残
っ
た
記
憶

は
、
少
な
か
ら
ず
そ
の
後
の
未
来
に

影
響
を
与
え
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。「
Ｃ
Ｄ
や
カ
ー
ス
テ
レ
オ
な
ど

か
ら
経
由
し
て
録
音
さ
れ
た
音
」
と

「
実
際
に
聴
く
生
の
音
」
は
、
全
く

別
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
確
か

に
私
た
ち
は
Ｃ
Ｄ
で
聴
く
音
楽
に
拍

手
は
し
な
い
と
い
う
話
で
し
た
。

　

館
を
出
た
後
、
こ
の
施
設
の
代
表

で
あ
る
舩
木
上
次
氏
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

舩
木
氏
は
、
清
里
の
急
激
な
開
発

と
没
落
を
全
て
目
の
当
た
り
に
し
な

が
ら
も
、
清
里
を
本
物
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
ー
と
感
動
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
文
化
の
あ
る
観
光
地
に

す
る
べ
く
、
人
材
育
成
や
バ
レ
エ
コ

ン
サ
ー
ト
の
開
催
な
ど
地
道
に
独
自

の
活
動
を
続
け
、
流
行
に
流
さ
れ
ず

地
元
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

舩
木
氏
が
流
行
に
流
さ
れ
な
い
の

は
、「
知
識
と
技
術
が
あ
っ
て
も
素

人
は
セ
ン
ス
が
な
い
。
儲
か
る
事
よ

り
も
儲
か
ら
な
い
事
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
事
の
方
が
大
事
だ
と
い
う
モ
ノ

サ
シ
が
必
要
。
価
値
を
作
れ
る
人
が

価
値
を
作
れ
な
い
人
を
支
配
す
る
。

言
わ
ば
価
値
の
創
造
者
が
勝
ち
組
な

の
だ
」
と
い
う
哲
学
を
持
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
は
清
里
開
拓
の
父

で
あ
る
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の

「D
o your best, and it m

ust be 
first class

（
最
前
を
尽
く
せ
。
し

か
も
一
流
で
あ
れ
）」
と
い
う
言
葉

を
実
践
し
た
結
果
の
賜
物
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
は
「
清
里
フ
ィ
ー
ル
ド

バ
レ
エ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
舩
木
氏
が
「
田

舎
に
い
て
も
本
物
の
芸
術
に
触
れ
て

感
動
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
の

も
と
、
１
９
９
０
年
か
ら
始
め
た
野

外
で
の
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
公
演
で
す
。「
田
舎
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だ
か
ら
と
二

流
ダ
ン
サ
ー
だ
け
で
は
必
ず
飽
き
ら

れ
る
。
一
流
の
メ
ン
バ
ー
で
開
催
し

た
い
」
と
い
う
信
念
と
、「
清
里
で

し
か
見
れ
な
い
、
清
里
の
自
然
を
最

大
限
に
生
か
し
た
い
」
と
い
う
熱
い

思
い
か
ら
始
め
た
こ
の
公
演
は
当

初
、
30
人
程
度
の
観
客
し
か
集
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
観
客
は
増
え
、
入
場
者
数

８
５
０
０
人
に
も
上
る
な
ど
、
世
界

で
も
類
を
見
な
い
屋
外
バ
レ
エ
公
演

に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の

夜
は
、
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
レ
エ

を
鑑
賞
し
、「
一
流
の
芸
術
に
触
れ

て
人
は
感
動
す
る
」
機
会
を
持
つ
大

切
さ
を
実
感
し
た
夜
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
が
こ
の
学
校
で
結
婚
式
を
挙

げ
る
の
を
夢
見
て

～
川
上
中
学
校
～

　

川
上
村
立
川
上
中
学
校
は
、「
川

上
村
は
、
レ
タ
ス
な
ど
の
野
菜
栽
培

だ
け
で
な
く
、
林
業
も
村
の
柱
。
レ

タ
ス
栽
培
が
盛
ん
に
な
る
前
は
、
住

民
の
多
く
が
林
業
で
生
計
を
立
て
て

い
た
。
そ
の
林
業
の
文
化
を
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
た
い
。」
と
い
う
願

い
の
も
と
、「
川
上
村
産
の
唐
松
」

を
中
心
に
造
ら
れ
た
校
舎
で
、
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

・
川
上
村
産
の
唐
松
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、
村
有
林
37 

ha
か
ら
切
り
出
さ

れ
た
１
０
３
５
㎥
も
の
木
材
を
、
建

物
の
構
造
、
外
装
、
内
装
に
大
量
に

使
用
。

・
建
築
材
と
し
て
の
利
用
の
み
な
ら

ず
、
生
徒
の
机
や
椅
子
な
ど
の
家
具

も
村
産
の
唐
松
を
利
用
し
、
教
職
員

の
机
、会
議
テ
ー
ブ
ル
、ラ
ン
チ
ル
ー

ム
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど
に
は
天
然
唐
松

の
練
り
付
け
を
施
工
。

・
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
認
定
を
受
け
、

文
部
科
学
省
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
、
林
野
庁
、

長
野
県
、
国
土
交
通
省
か
ら
補
助
を

受
け
た
複
合
多
彩
な
施
設
。

・
２
０
０
５
年
の
愛
・
地
球
博
に
出

展
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
モ
ン
２
に

展
示
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
（
作
品
名
：

プ
レ
イ
ヤ
ー
エ
イ
リ
ア
ン
）
や
カ

ナ
ダ
館
で
使
用
さ
れ
た
ダ
グ
ラ
ス

フ
ァ
ー
（
米
松
）
の
寄
贈
を
受
け
、

生
徒
の
み
な
ら
ず
保
育
園
児
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
通
う
お
年
寄
り
な
ど
、

村
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
利
用
で

き
る
公
園
広
場
を
整
備
。

・
村
有
林
交
換
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
、
大
桑
村
の
ヒ
ノ
キ
、
根
羽
村
の

杉
、
そ
し
て
川
上
村
の
唐
松
が
交
流

の
証
と
し
て
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
横
に

配
置
。

　

平
成
20
年
に
完
成
し
た
こ
の
校
舎

は
、建
設
に
関
わ
っ
た
人
の
間
で「
祖

父
母
が
植
え
、親
が
育
て
た
唐
松
で
、

孫
が
学
ぶ
新
校
舎
」
と
言
わ
れ
、
こ

の
思
い
を
込
め
て
造
ら
れ
た
新
校
舎

は
１
０
０
年
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

村
産
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
。
ド
イ
ツ
製
の

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
設
置
し
て
い
る

音
楽
室
で
、
将
来
、
卒
業
生
が
こ
こ

で
結
婚
式
を
挙
げ
て
く
れ
る
の
が
夢

だ
と
藤
原
忠
彦
川
上
村
長
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

～長島の感性を磨く旅～

↑東京おもちゃ美術館

↑赤ちゃん木育ひろば

↑舩木上次 村長

↑パリ博覧会の名作「リモネール 1900」

↑パイプオルガンも設置している音楽室

↑村産の唐松で造られたランチルーム↑プレイヤーエイリアンが迎える川上中学校
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